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＜タイトル＞

鶏肉のイミダゾールジペプチドの脳老化改善効果を発見

－鶏肉摂取を介した認知症予防の取組に道を拓く－

＜当該研究成果のポイント＞

鶏肉に多く含まれる成分であるイミダゾールジペプチドについて、高含有

試験食を用いて中高齢者を対象に、長期摂取のヒト試験を行ったところ、脳

MRI画像検査と心理機能検査の結果に、試験食を摂取していない群との有意

な差が認められ、イミダゾールジペプチド摂取による脳老化の改善効果があ

ることが判明した。

本研究は、農林水産省の農業・食品産業科学技術研究推進事業「鶏肉に含

まれる高機能ジペプチドを用いた中高齢者の心身健康維持に関する研究」に

より実施された。

＜期待される効果・今後の展開など＞

鶏肉に多く含まれるイミダゾールジペプチドに脳老化の改善効果がある

ことから、認知症の発症を予防する食品として活用されることが期待され

る。また、血中の特定遺伝子の変化等により、脳老化防止メカニズムが明

らかにされつつあり、認知症予防に効果のある機能性食品の研究に応用可

能な、波及性の高い研究になると期待される。
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血液ﾏｲｸﾛｱﾚｲ解析

作用機構に関わる遺伝子群
（血液検査の結果）

記憶や心理機能に関する脳部位
（前頭前野： 黄色枠内の赤色部分 ）
の脳萎縮が有意に改善（P<0.005）

鶏肉ジペプチドの摂取により

有意に（P<0.005）発現変動した
作用機構に関わる１２８個の遺伝子

発現増加
遺伝子

発現減少
遺伝子

ﾌﾟﾗｾﾎﾞ食群 試験食群

P < 0.005

ﾌﾟﾗｾﾎﾞ食群 試験食群
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鶏肉ジペプチドの脳老化予防に対する効果
（心理機能検査の結果）

鶏肉のイミダゾールジペプチドの脳老化改善効果を発見
－鶏肉摂取を介した認知症予防の取組に道を拓く－

脳機能が高まり、
脳血流が改善し、
脳萎縮抑制

血中炎症反応低減血中でｼﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ濃度上昇

腸管より吸収され
血管系に移行し

鶏肉ｼﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ
を摂取すると

アンセリン(R=CH3)
カルノシン(R=H)

一般に、高齢者では肉類の摂取が低下

鶏肉ジペプチドの脳老化予防作用〔推定図〕
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募集説明会 (2013.10.27)
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食品摂取
３ヶ月間

後検査前検査

心理機能検査

脳MRI検査

血液検査

鶏肉ｼﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ
（1日あたり1 g）

試験食群

ﾌﾟﾗｾﾎﾞ食群

認知症の予防へ

鶏肉由来

試験実施概要

検査項目中高齢者ボランティア 摂取した食品 試験スケジュール

同形状・同風味

R

脳老化に関わる脳萎縮を改善
（脳MRI検査の結果）


	別添１０表面．認知症予防
	別添１０裏面．認知症予防_画像修正後-2

